


【ならは交流館　専門家案】

調理室は、屋外へも提供できるよう
になっているといい。

イートインスペースから、
座って外を眺めながらお茶ができるといい

交流館に来た人の目につくところに
キッズコーナーがあるといいのではないか。

入ってすぐのところに
楢葉の名所などが分かる
看板や地図がほしい。

イベントの時はできるだけ
仕切りをなくしてオープンだといい。

縁側はウッドデッキにして
軒の木材と調和しているといい。

エレベーターはこの場所だと、
日が入る妨げになるのではないか。

南面は可能な限り開口できて
オープンな使い方をしたい。

トイレはきれいで、
入りやすくなっているといい。

会議室の上が吹抜けだと、
音の問題は大丈夫か。

バリアフリーにしてほしい。

町内には他の施設も
あるので、この交流館に
すべてを詰め込む
必要はないと思う。

震災を後世に伝えて
いける場がほしい。

大きなコンセプト
①とにかくここに人を集める。集まってきた人が出会い交流する場を作る。

　この「お茶飲み会」のような皆で未来を語り合える空気が重要。

　（町民だけでなく、郡内の地元に帰れない人も）

②まちの目印となる建物、楢葉復興の象徴となる施設。

③楢葉らしさ、楢葉の情報、震災のことを発信する場。

　様々な立場の人にとって、ここで何でも分かる。

④安心して子育てができ、一人でも家族とも仲間ともゆっくり過ごせる場。

　11 月 27 日のお茶飲み会の際に「専門家案」として発表

させていただいた案がこちらになります。概ね了承をいただ

きましたが、多くの期待と注文が寄せられました。

　黒字はこれまでのお茶飲み会で参加者の方からでた意見を

まとめたもので、案の外側にある青字は今回のお茶飲み会で

いただいた声を表しています。12 月 18 日のお茶飲み会で

は今回の声を基にバージョンアップさせた案を用意します。

※紙面の関係で全ての声を掲載するスペースが足らず、いく

つか抜粋したもののみ記載します。また、少しでも多くの情

報を載せるため、文字が小さくなってしまいました。何卒ご

了承ください。) 専門家案 模型 (11/27 現在のもの )

模型 ( 屋根をとったもの )

[ 事務室 ]

一部 2階建てで、
1階は人の賑わいがあり、
2階は比較的静かな場所
(読書や勉強ができる )にしたい。(A 班 )

[ 防音室・音楽室 ]
子どもたちが音楽に触れる場。
音楽や映画上映で使う防音室。(B、C 班 )

[ 学習・ワークコーナー ]
子どもたちの勉強や読書。
簡単な仕事・作業ができる。
フリー WiFi 等 (B、D 班 )
ホトトギス山を眺めながら。

[楢葉の情報展示コーナー ]
様々な人に向けての情報提供。
子どもの作品や、
サークル活動等の展示。(A、C 班 )

1 階

2 階

[西側広場 ]

[ 南側公園 ]
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